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‘
’
雜
.
.錄..-

都
市
計
馑W

来
阈
商
f

謎
所 

前
-に
於V

は
米
國
の
銀
行
は
偷
敦
酿
行
宛
多
額
の
金
融
通
ま
せ

.し
め

得

る

箸

で

ぁ

る

-が 

手
形
を
‘振
出
し
、
又
»
逸
の
銀
行
は
佛
蘭
西
の
銀
行
に 

.

¥

S

0

亜
の
銀
i

は
獨
逸
又
：ゆ
佛
蘭
西
の
：銀

行

：

に
宛
て
常
に
金
融
手
形
を
振
出
し
低
利
の
資
金
を
利
用 

し
つ
、
あ
力
き
。

都

市

計

畫

ミ

来

國

商

業

.

.會

議

所.一

(

下)

I-:
:
:ド
、'
'
.
し
'
: 

七

J —
ハ

丨
米
|1
に
於
け
る
^

»
會
|1
;/
の
近
狀
は
、
略
、
旣
故 

.の
如
<

1
る
が
、
猶
、
こ
の
種
の
事
業
ど
し
て
、
看
. 

過
す
可
が
ら
ざ
る
も
の
、

一
に

、

ホ
，丨
ス
ト

ン
運
河
開 

盤
の
#
を
加
へ
て
®
き
«
いr

こ
の
運
河
は
、
そ
の
完 

成
の
a
に
及
び
て
は
'
メ
キ
シ
コ
灣
頭
ょ
り
ホー

ス
ト 

ン
に
逄
す
る
五
十
哩l

i
v

最
大
級
の
汽
船
を
も
自
由
に

第
九
^

:
八
1
1
:

f
も
^
、
こ
の
地
方
た
：
 

る
や
古
は
海
洋
の
一
部
で
あ
つ
た
务
の
ら
し
く
、
土
地
：
 

低
濕
：に
し
て
沼
澤
は
至
る
所
に
あ
る
、
而
も
河
川
の
水 

は
深
か
ら
ず
し
て
、
舟
航
の
.使
だ
も
得
な
か
つ
た
の
で 

\

あ
る
、處
が
、千
八
百
七
十
.

1

年
政
府
は
、
當
運
河
の
整 

I

::',

理
を
企
*
し
、
河
幅
西
呎
、
深
水
士
一
呎
ど
し
た
る
が 

|
:千
八
西
九
十
八
年
政
府
：の
：土
地
調
$
局
は
、
M
に
こ
れ 

一
を
狡
渫
鑛
張
す
る
の
必
®
を
認
め
、
深
水
の
最
淺
を11 

|
,十
五
吹
ミ
な
さ
ん
？
し
、
そ
の
工
事
の」

半
は
千
九
百 

I

九
苹
に
成
ト
、深
水
は
平
均
十
八
呎
に
及
义
、小
形
汽
船 

|

,
の
航
行
だ
けU

は

.*
も
，支
障
な
ぐ
な
つ
た
の
で
あ
る
o 

一
然
る
に
、
こ
れ
ょ
.

CS

先
き
、
ホ
ー
ス
ト
ン
商
業
會
議
所 

\

«
河
®
改
築
の
必
要
を
提
唱
し
、そ
の
資
料
と
し
て
は
>

;
主

ビ

し

て

茱

國

マ

ン

チ

、
ス
タ
：丨

運

河

の

事

情

を

調

査

し 

た
、
乃
ち
、
'マ
ン
チ

.ス
タ

.1V 」. ホ'"

丨
ス
ト
y
ビ
は

、
.̂. 

の

情

勢

頗

る

類

似

し

、
前

年

マ

ゾ

チ

ス

タ

ー

が

巨

1
を 

投

じ

て

、

市

：の

繁

滎

u

貢
献
し
た
る
跡
は
、直
ち
に
、取

つ
て
以
て
、
こ
れ
に
學
ぶ
の
趣
旨
か
ら
な
0-
で
あ
る
0 

其
處
で
、
千
九
1^
九
年
當
運
河
擗
張
.の
エ
事
一
部
成 

る
や
、
#
議
所
は
河
輻
ニ
]-
!
呎
、.深
水
二
十
五
吸
咬
で 

櫥
脹
の
案
を
立
て
た
、
勿
論
、
♦

の
«
^
は
ー
小
都
市 

の
資
擔
ビ
し
て
は
、
裳
に
鮮
小
な
ら
ざ
る
额
な
の
で
あ
一 

る
？
而
も
、
當
運
河
は
.ホ
ー
ス
ト
ン
市
の
築
潘
ビ
相
並
一 

び
：て
#
戴
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
、：今
や
、
當
市
は
自
A 

猶
と
む
て
、
そ
の
而
目
を
|
渐
し
、
タ
キ
ナ
ス
州
め
耍 

澠
ビ
な
り
、
、十
七
條
の
鐵
道
を
併
称
し
て
、
こ
れ
を
運
一 

河
士
聯
絡
:#
し
め
、
を
0
周
圍
十
四
州
の
南
米
贸
易
の\ 

府
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

. 

.

\

‘
::
ホ
ー
ス
ト
シ
が
西
陲
の
小
都
邑
ょ
り
起
り
て
、
當
面
一 

の
前
要
都
市
と
な
る
に
至
れ
る
は
.、
云
ふ
ま
で
も

な

ぐ

\ 

商
業
會
議
所
の
力
に
依
る
も
の
で
あ
る
が
、
又
、
他
の 

方
而
に
在
;!
)
て
も
、
オ
ク
ラ
ハ
マ
商
業
會
議
所
が
市
勢 

の
典
險
に
致
し
た
る
怒
力
に
就
て
は
、
こ
れ
を
特
筆
す 

る
の
必
要
が
あ
る
、
オ
ク
ラ
ハ
マ
市
は
入
も
知
る
如
く

僅
か
に
.ニ
十
數
年
前
の
開
起
で
あ
る
：̂

H

Tは
七M

 

五
千
の
人
口
を
有
し
、特
に
、チ
九
百
年
ょ
り
千
九
饵
十 

年
に
至
る
間
の
進
步
は
頗
る
顯
著
な
る
も
の
が
あ
る
、
 

•乃
ち
、
千
九
百
年
に
はH

妈
を
出
て
，ざ
り
し
人
口
も
、
 

千
九
西
十
年
に
は
六
萬
五
千
の
多
數
を
示
し
て
ゐ
る
の 

で
あ
る
、
從
て
、
商
業
會
讅
所
會
員
の
如
き
も
"
そ
の 

初
め
に
當
む
て
は
、
僅
•か
に
'一
千
二
百
名
の
少
數
{

P

の
商
業
會
議
所
の
組
繊
は
、本
邦
と
根
本
的
の
相
逾
あ
リ
て
米
_
に
於
け 

る
會
艮
な
る
も
の
は
、
本
邦
1:
於

け

る

會

謂

所

讁

員

遝

勒

有

糨

源

|:
枇

當

す
る
も
の
な
り
、
猶
詳
細
は
別
ド
棋
締
す
る
商
槊
會
義
ノ 

f

』

所
の
研
究
な
る
拙
稿
に
就
て
、
こ
れ
を
知
ら
れ
u
Lf
j
を
有
す
る

に
過
ぎ
ざ

W
し

も

、

そ
の
，
活

動

は

決

し

て

、
他

の

多

數 

の
會
員
を
擁
す
る
を
れ
に
劣
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、
 

W
も
、
オ
ク
ラ
ハ
マ
が」

州
と
し
て
！
|め
ら
れ

'/
2
る
は 

'千
九
百
七
年
に
し
て
、
を
の
首
府
も
、ガ
ス
リ
ー
な
の
で 

あ
つ

、̂其
處
で
、會

_
所
は
先
づ
オ
ク
ラ
パ
マ
を
以
て

. 

こ
れ
に
代
り
て
、
首
府
た

&
し
め
むVJ

し

、
當
而
の
理 

由
ど
し
て
は
、
同
市
の
形
式
、內
綹
共
に
州
鉻
一
に
改
逍 

す
る
の
必
要
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
、
乍
併
、
ガ
ス
タ—

. m

九
*

.
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笫
九
锶
八
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ぐ
し
雖
も
容
易
に
首
府
を
斷
念
す
^
も
の
で
令
な
く
、亦
.、

道
布
設
«
の
質
收
を
も
企
て
^
、
同
市
匕
し
て
こ
の
權 

他
の
都
市
に
於
て
も
、
觸
り
オ
ク
ラ
ぐ

t

を
し
て
名
を
利
を
買
收
す
る
の
利
益
は
疑

^
き
所
な
る
も
、
さ
れ
ば 

成
'さ
し
む
る
乙
と
を
快
ミ
す
る
も
の
で
も
な
い
、
兹
に
ビ
て
を
の
費
用
ち
尋
常
で
は
な
い
、
市
民
が
多
大
の

#
:
! 

於
て
か
、全
州
各
商
業
會
議
所
間
に
於
け
る
、猛
烈
な
る
痛
を
忍
び
て
、
買
收
金
の
醵

t«
を
諾
す
る
に
至
つ
た
ま 

競
讲
は
期
せ
中
し
て
起
っ
た
の
で
ぁ
る
、
然
る
に
、
こ

)

で
の
、
會
議
所
の
®
勞
は
、
こ
れ
を
察
す
る
に
餘
あ
る

め
問
題
の
發
動
地
に
し
て
、且
つ
"最
も
熱
心
な
る
ォ
ク 

.
“ス
-
/會
議
所
は
、布
政
上
に
於
て
は
勿
論
£

會
的
事 

業
に
就
て
も
昝
競
爭
地
に
比
し
て
、
逾
に
優
越
せ
る
施 

設
を
な
し
た
る
の
み
な
ら
す
、
州
府
た
る
位
置
を
占
む 

る
の
代
償
ど
し
て
、
こ
れ
に
要
す
る
S
多
の
支
辯
を
.も 

承
認
し
、
か
ぐ
て
漸
く
仑
の
而
2
:を
«
ち
得
た
の
で
ぁ 

る
、
而
も
、
同
市
の
實
カ
は
ー
當
時
猶
か〜

る
巨
多
の
支 

辯
に
堪
ゆ
る
ま
で
に
，は
_
:
步
し
居
ら
ず
、
會
議
所
は
莨 

方
市
圾
の
俠
骨
に
訴
え
、
..且
っ
不
坻
額
は
同
市
の
公
園 

を
擔
保
ビ
,t
て
、
辛
ぅ
じ
て
そ
の
額
を
調
達
す
る
こ
と
. 

が
出
來
た
、
而
し
て
、
會
議
所
は
こ
れ
化
滿
足
せ
ず
し 

V
、

同
市
よ
b
、
ク
ツ
ド
ク
オ
ー

ド
市
に
達
す
る
、
鐡

の
で
あ
る
。

ン
米
國
に
於
て
は
•、
會
議
所
を
以
て『

都
市
の
典
營』

と 

な
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
.、
蓋
し
，
會
議
所
が
を
の
所 

在
地
都
市
の
繁
榮
を
圖
b
、
他
の
都
市
に
對
す
る
經
濟 

的
攻
防b

策
を
案
じ
、
又
は
、
'一
般
財
界
の
趨
勢
を
察 

知
し
て
、
以
て
こ
れ
に
準
應
す
る
の
途
を
講
ず
る
の
狀 

は
、
恰
も
硝
煙
彈
雨
の
間
に
相
見
ゆ
る
第
旅
の
動
作
ビ 

多
く
異
る
所
な
い
か
ら
で
あ
る
、
そ
の
一
例V」

し
て
は 

數
年
前
に
示
さ
れ
^
る
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ャ
商
業
#
 

議
所
常
議
員
會
の
宣
言
な
る
も
の
を
擧
げ
る
i
が
出
來 

る
、日
く『

諸
君
は
心
し
て
、
吾
入
の
前
に
一
大
事
業
の
，

の
t

t

る

、
勿

れ

、f

，

|

解

：
：
，

运
t

 i

節
を
引
用
し
、
そ
の
書
4

泰

一

f
t

:

I 

I 

‘ 

を
示
3
ぅ
。

.
'
%'
,

提
き
天
壽
を
死
の
脅
迫
ょ
り
遁
れ
、
*
^
な

:

>

y

i

と
は
何
ぞ
t

他
な
し
、
都
市
の
優
越
と
市
斑
の
敎
育： 

と

こ

れ
f

、
若
し
?
誤
b
てM

の
！̂
事
業
に
し
：て
敗 

れ
タ
が
、
意
、
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ヤ
の
繁
榮
は
何
の
日 

に
か
期
せ
む
、
長
へ
に
落
伍
者
れ
ら
む
の
み』

V」

ノ
ぃ
力| 

に
都
市
せ
都
市
S

間
に
於
け
る
？
：商

權

の

義

が

激

\ 

烈
で
ぁ
る
か
、
又
、

-
れ
を
統
率
し
て
陴
頭
に
立
て
る\ 

會
«
所
の
闘
志
が
、
い
か
は
、
狀
な
る
が
を
想
見
せ
ら\ 

る

、
の
で
あ
る

が
ぐ
の
如
く
、
各
都
市
ば
を
：の
を
め
自
己
：の
優
越
を 

誇
り
、
.

1

方
、>J

れ

が

手

段

-

し

て

住
R
の
增
加
を
圖
6

一
 

相
競
ふ
て
案
內
替
を
出
版
し
て
、
«
界
的
に
こ
.れ
を
^

|

.
,布
廣
吿
し
て
ゐ
る
y

こ
の
輝
の
廣
吿
g
し
て
最
も
^
功

I.

ル
ク
オ
ー
キ
ー
に
住
め
、
何
を
以
て
然
る
や
、
試
み 

U
、

政
府
の
統
計
年
鑑
を
繙
ざ
、
幾
言
十
の
都
市
中 

死」

J率
の
.最
小
な
る
も
の
を
求
め
て
、
を
©
ぞ
を
記 

臆
せ
よ
、
を
は
、
我
が
ミ
ル
ウ
オ
I
キ
ー

に

あ

ら

す

ゃ

.0

0

^

0

げ
に
ミ
ゲ
ゥ
オ
.
1キ
！
は
住
み
よ
き
都
市
よ 

家
庭
の
都
市
な
る
よ
、
郊
外
の
風
光
、市
域
の
淸
楚
、
 

を
こ
に
は
俗
惡
な
る
何
物
も
な
く
、
ミ
が
ク
オ
ー
キ 

丨
は
.家
庭
の
都
市
な
り
け
る
よ
。

影

.

市
域
を
彩
る
樹
林
ミ
、
各
區
の
公
園
と
は
、
 

淸
風
の
訪
れ
絶
え
ず
、
辆
^
の

並

木

は

枝

を

^
^
&
丨 

交
へ
て
、
自
ら
綠
集
の
隊
道
を
成
せ
り
、

ミ
ゲ
ウ
オ

せ
る
も
の
は
、
ボ
ス
ト
ン
會_
所
が
千
九
西
十
一
年
に:

阪
ー
了
し
^
る

、
し
一
ク
イ
ン
.グ
-
ラ

.

ン
ド
の
現
在
及
將
*
.と
'., 

—

I

l

f
、
自 

i

 靈

都

J

s
 

c

ニ
‘八
，七)

雜
：
‘
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市
|
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米
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蓦
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溜 

市
な
ぅ
。
： 

交

通

ミ

ル

八
八

錄，

交

通
ミ

ル

グ

ォ

ー

キ

ー

は

大

湖

畔

の

：婴

港

に

し

て 

水

陸

吵»

»
最

も

便

次

，り

、
ー
西
.
の

方

氓

野

の

物

資

を 

fr
ft
し
た
る
無
數
の
»
車
は
-
偏
に
ミ
ダ
ク
ォ
.
キ 

I

を
指
し
、
港
11
.
1
1
大
河
口
ょ
り
成
り
、
'船
渠
の
延
へ 

畏
實
に 
一
|十
嘿
、
'を
の
调
圆
に
榔
比
す
る
倉
庫
は
常 

に
製
造
エ
場
の
命
を
待
で
り
、
か
ぐ
て
、
ミ
ル
ク
オ
ー 

1
キ
ー
は
名
實
ふ
^
は
し
き
水
鄕
の
都
布
な
ぅO 

. \

 

.
:風

俗

，

ミ

ル

ク

ォ

丨

キ

ー

は

社

#
的
秩
序
S
、
法

律

.
：

I 

の
保
護
ど
逍
慽
な
き
を
以
て
聞
^
、
.風
俗
の
善
&
な

) 

る
、犯
罪
、の
稀
な
る
、他
の
都
市
の
企
て
/.及
ぶ
所
に

へへ 

あ
ら
ず
、
來
れ
、、
而
し
て
住
み
て
見
ょ
、
神
の
喜
ぶ
ノ
 

和
市
-

yj

は
ミ
ル
ク
オー

キ
ー
な
b
o 

'{

施

設

水

道

、
渑
斯
、
m
氣
、
電
燈
等
、：
公
共
的
施 

設
は
、
最
新
の
.學
理
を
應
用
し
て
"
最
善
の
政
策
に
::
: 

則
6
、

又
、
を
の
經
鲦
者
.は
：■

業

に

滿

足

を

與

へ 

て
、
人
力
可
能
の
勞
を
It
ま
^
、
*
に
.ミ
ル
ク
オ
ー

都
市
部
迸
式
来
阔
商_會
亂
所
、
’ ,
,;
第
九
起
’ 

.
i
、
，.

r
キ
ー
は
_
業
界
の
天
阈
な
，
:°
■

1

寸
、
こ
ん
な
調
子
で
あ
る
、
,元
來
、
土
地
と
、
資
：
 

本
、

XJ、
.

原
料
ど
は
有
6
餘
つ
て
ゐ
て
、
唯
、
人
の
勞
カ 

の
み
足
ら
ざ
る
は
来
國
の
現
狀
で
あ
る
、
巧
ち
、
人
加 

，は
れ
.ば
尋
業
は
勃
風
し
、
和
市
は
0
づ
ご
榮
ゅ
る
の
で 

あ
る
、
勿
論
、
世
界
到
る
所
.の
都
市VJ

雖
も
、
そ
の
案 

內
書
を
刊
行
せ
ざ
る
は
な
く
、
旣
に
案
內
書
を
刊
行
し 

た
る
以
上
、
自
己
紹
介
の
爲
め
に
は
、
盛
な
る
.文
字
を 

列
ぬ
る
は
、
當
然
の
こ
^
で
あ
る
け
れ
共
、
而
も
、
米 

國
0
都
市
に
於
け
る
が
如
く
、
移
住
渚
招
致
の
術
S
し 

て
、人
の
心
を
唆
る
高
潮
の
文
字
を
•闬
ふ
る
所
は
な
い
、
 

要
す
る
に
，

r

人
ロ
の
缺
乏
が
米
國
共
通
の
事
情
.に
し
て 

乙

れ
に
加
ふ
る
に
、
各
都
市
間
の
猛
烈
な
る
競
爭
を
以 

て
す
る
が
故
に
、
會
議
所
を
初
必
其
他
の
商
エ
業
，圈
璐 

が

.、
滔

々

相

率

い

で

，

移

民

#
社
の
態
を
學
ぶ
に
至
れ 

る
は
、
些
も
怪
し
む
に
足
ら
ぬ
こw

で
あ
る
。

か
ぐV

、
味
湖
の
各
都
市
は
a
々

-0
新
施
設
を
な
し

寧

%

奇
警
な
.る
術
策
を
講
じ
て
、
人
口
の
吸
攸
に
維
れ
日
も 

足
ら
S

有
様
で
あ
るV

そ
の
結
果
は
、
從
來
全
く 

'間
却
せ
ら
れ
れ
る
社
轉
的
辦
業
の
、
意
外
に
迅
速
に
食 

■

ら

る

、
も

の

あ
-
、̂
或

は

、
交

通

機

關

_の

普

偏

的 

改
善
€

双
る
も

の
.あ

ぅ、
又
は
、
董

の

分
布
、

.

f
造
一 

等
は
學
者
の
說
を
用
ふ
る
に
栗
れ
る
も
の
あ
ヴ
、
そ

の

\ 

む 
1、
：；上
水
、
'下
水
、
起
斯
、；
衝
氣
料
金
の
低
下
せ
ら
れ
一 

介
る
も
の
あ
る
‘なV

、

"妙
れ
る
小
都
邑M

於V

す
ら
、

| 

■
國
の
大
都
市
に
も
劣
ら
ざ
る
の
態
裁
を
備
ふ
る
A
の
一 

あ
る
に
至
つ
た
、
：商
業
會
讖
所
が
、
.
.こ

の

運

動

の

リ

ー

j

 

ダ
ー
た
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
そ
の
調
木
且
課
の
免
き\

一
常
に
他
の
都
市
の
文
明
的
施
設̂

比
較
硏
究
し
て

ノ
 

Z .
れ
を
怠
ら
す
、
•彼
.々
ミ
し
て
猶
及
ば
ざ
ら
む
こ
と
|^」 

.

恐
れ

y

ゐ
る
、
こ
の
一
事
に
關
し
て
は
、紐
育
照
人
組
合 

:
委
員
の
報
吿
書
紀
引
用
し
て
、
そ
の
說
明
に
代
ゆ
る
乙 

ミ

す

る

、S

商
人
組
合
の
事
業
は
、
頗
る
廣
汎
多
岐 

な
る
も
の
で
あ
る
が
、
就
中
、
新
企
戴
を
射
育
に
^
致 

..

第
十 

I

.

.

.

,
 

‘ .
2一; A
a

,

雜
，,

*

,

^

1

4 し
、
こ
れ
こ
對
し
て
最
薺
の
助
言
と
、
有
力
*
る
後
援
.

€
を
與
へ
、
こ
れ
が
.健
全
な
る
發
資
を
遂
げ
し
む
る
を 

以
て
、
第
一
義
ヒ
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
凡
’そ
、

Ir
r
企
業
の
土
地
を
.選
定
す
る
は
、
單
に
を
の
地
♦か
便
萍 

な
る
が
爲
め
の
み
で
は
な
い
、
そ
.
の

土

地

の

住

民
力
、

新
企
業
に
對
し
て
好
感
女
以
て
I
れ
を
迎
ふ
る
や
赉
や 

或
は
經
濟
.的
補
助
條
件
が
遺
慽
な
く
具
備
せ
る
や
否
や 

に
^
て
、
決
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
、
果
し
て
然
ら
ば 

當
商
人
組
合
は
事
の
新
企
槳
に
關
す
る
も
の
は
、
そ
の 

種
頃
の
如
何
を
間
は—

ず
極
力
使
宜
を
計
り
、
援
助
を
惜 

.
fで
は
、ぶ
ら
ぬ
、
か
く
あ
ら
て
乙
そ
、
紐

育

の

實

カ

を 

增
大
す
可
&
企
.業

は

自

ら

加

ば
h
、
當
商
人
組
合
の
利 

益
1!
、.
長
く
保
證
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
、
こ
れ
と
^

 ̂

に
、
當
：紙
合
は
文
、
經
濟
的
興
§

岐

る

、
所

以

は

、 

業
そ
れ
自
身
に
あ
ら
^
し

て

"

こ

れ

を

經

營

す

る

人
そ 

の
も
の
に
任
る
こ
と
を
、
記
膿
し
な
け
れ
ば
な
ら
似
、
 

,l
n
し
て
玆
に
乙
の
人
的
要
素
の
缺
陷
を
補
塊
せ
む
が
爲 

難

會

震 

■

笫
九
酿
： 

'八
七
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負

十

三

卷(1
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九
S

丨
雜
y
.
'
0
'.都

身

f
翁

E

■
所
：
rぐ
：
'.へ.

、：
.

.

i'  

V
第
レ
鄉
：
'
:
V、 

め〗

は
吾
人
は
集
合
の
力
を
以
て
、
智
識
の
向
上
I

會
社

f

 

I
の
拂
I

I

し
め
、
转
一
.、
を

0 /
释

I

I

I

I

Iる
、
t

綜
合
i

 

I

I

I
し

て

、

失

敗l

i

h

”

智
識
を
以
て
新
企
業
者
の
，爲
め
に
、
權
威
あ
る
指
導
幾 

關
た
る
こ
と
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ』

パ

九

：
パ
'

M-
7
'し

:
米

_
忙
於
け
る

.滴
業
會
議
所
か
、
漸
く
、
當
面
の
事j

 

雾
た
る
商
工
的
連
動
の
.埒

を

超

え

、
，都

市

問

1
の
解
決I 

に
向
つ
て
、
そ
の
步
を
進
め
、
：就
中
、
人
口
增
加
ビ
企 

■業
取
長
ビ
^
對
し
て
糖
カ
を
集

_
せ
る
傾
向
、
t
も
® 

-辑
な
る
は
以
上
述
べ
_來
ぅ
た
る
如
く
で
あ
る
が
、

を

の

.

具
體
的
：一

例
ご
し
て
は
：、
，ボ
ス
ト
ン
商
業
會
議
所
が
、
 

率
先
し
て
、

 ̂

,

s® 5
t ?
ft
r

^
起
し
た
る
がj 

.如
き
は
、
を

の

適

職

で

：あ

る

プ

乃

ち

、
：
.同

#
議
所
は
企

j 

ヴAi
l
s

の一

策
と
し
て
、
趣
ぐ
新
企
業
の
懇
篤
な
る
If 

招
を
似
て
任
じ
-」

ia
、
有
蕾
る
議
と
承
認
し
た 

る
上
は
、
右
の
#
社
を
し
て
信
用
上
の
保

證

を

與

へ

し
 

む

る

の

：で

あ

る

、
そ

の

方

法

は

「

、
先
づ
ー
企
業
者
を

し
て

そ
の
金
®
の
十
倍
を
跟
度
ミ
し
て
、
會
社
自
ら
*
激
.を 

負
擔
す
、
そ
の
狀
は
、：

恰
も
保
險
掛
金
.
と

'
、
，
事

故

發

生
 

の
場
合
ビ
に
於
け
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。

シ
ン
シ
ナ
チ
商
業
會
議
所
，に
て
认
、•亦
を
の
産
業
部 

芦
に
:€
^
市
內
產
業
調
査
課
を
置
き
、
原
料
、^
賃

、
.{
3 

.泥
に
關
し
て
は
勿
論
、
を
の
，他
の
社
會
^
^
に
就
て
も 

fe
來
に
比
し
て
、

一
層
横
細
に
調
査
し
て
常
R
こ
れ
を 

整
理
し
、
.何
時
、何
の
阅
題
に
關
し
て
の
®
開
に
て
も
、

立
所
に
こ
れ
を
解
說
し
て
、
市
民
に
滿
足
を
#
せ
し
め 

て
ゐ
る
.？
素
ょ
办
、
こ
0
事
た
る
互
多
の
费
用
<

、

W 

子
ビ
を
-
#す
る
の
で
は
あ
る
が
、
冻
、
こ
れ
が
爲
め
に 

利
益
を
蒙
る
も
の
.は
、觸
々
商
エ
業
者
の
み
な
6
ず
、勞
，

働
問
题
、
I

農

、
I

霜

、
犯
罪
事
件
f

て
、
社
#
硏
炎
家
、
經̂

^

-

者
、
政
治
家
、宗
敦
家
、敎 

育

家

に

對

し

て

も

、
極

.め

て

有

力

な

る

資

料

を

供

槌

し

て
、
.世
道
人
心
の
改
善
に
益
す
る

所

、

■

#
く
な
い
殆
む
.ど
有
ゆ
る

®
.

要
會
議
に
别
席
し
て
"
を
の
意
見
.を 

へ
の
で
あ
る
ブ 

•

開
陳
し
、
苟
も
市
民
の
.福
利
は
，
寸
毫
の
微
€
雖
も
、
 

■都
市
競
宰
の
結
果
と
し
て
：、
|£
に
、
注
目
す
可
き
こ
こ
れ
を
逸
せ
ざ
る
の
槪
，を
示
し
て
ゐ
る
、
又
，1

層
都 

と
は
、
最
近
、
市
民
會
合
の
著
し
く
増
加
せ
る
こ
と
で
.
:
.市
競
#
を
露
骨
に
發
現
し
れ
る
も
の
は
、i

旦
、
國
內 

あ
る
、
：近
年
、
来
!«
に
於
け
る
？
乙
の
_
の
市
民
天
#'
|
重
要
會
議
開
催
の
決
す
る
や
、
ボ
ス
ト
ン
會
議
所
は
每 

は
年
々
そ
の
開
會
數
：

1

海
八
午
回
を
超
ゆ
るW

云
ふ
こ
.\ 

R
- 

S己
の
都
市
を
以
て
、
そ
の
開
催
地
に
自
薦
運
動

:
|
':
を
す
る
こ
と
で
あ
る
、
こ
の
事
に
就
て
は
、
同
會
議
所
"

|

の
年
報
自
ら
を
し
て
語
ら
し
む
る
こvj

に
す
る
、
日
く

ベ：
 

.

'

-»

\ 

:

『

各
都
市
が
、
虎
視
耽
々
と
し
て
"
會
議
の
開
催
地
を
爭 

\

ふ
の
«.
に
方
り
て
、當
會
議
所
が
能
く
ブ」

れ
を
誘
致
，し
、

一

(

常
市
を
以9

を
の
開
催
地
ビ
な
す
の
光
榮
を
得
/
aる
は

(£
で
あ
る
、
而
し
て
、
大
兪
の
效
果
ど
じ
て
は
?
民
衆 

に
秩
序
的
訓
練
の
機
會
を*
へ：
、
.■公
益
の
觀
念
を
向
上 

せ
し
め
、
偏
颇
な
る

競
爭
を
：排
坨
せ
し
む
る
な
ざ
、
種 

々
の
ガ
目
に
現
は
れ
セ
ゐ
る
、#:
に
公
益
の
觀
念
と
云 

ひ
し
は
、
都
市
を
中
心VJ

す
る
S
住
民
の
最
大
多
數
の

儀
大
幸
福
の
義
で
あ
る
が
、
そ
の
傾
向
は
、
至
：る
處
の
商
一
素
ょ
り
內
部
に
潜
在
せ
る
篤
志
家
あ
ぅV

、

有
形
無
形

.業
會
議
所
及
び
を

の
傘
下
に
ぁ
る
商
エ
業
剛
體
に
於
て
-\ 

こ
れ
を
認
む
る
こ
と
が
出
來
る
。

巧
ち
、
'ボ
ス
ト
ン
命
譏
所
は
、
同
市
内
の
交
通
業
激 

旅
館
業
求
、
そ
の
他
の
同
業
者
組
合
會
讅
に
參
加
し
て 

を

の

牛

耳

を

執

れ

る

の

み

な

ら

ず

、

米
！
：

内

に

於

け

-
る

の
K
牲
を
辭
せ
ざ
り
し
に
因
る
も
の
，に
し
て
ヽ
當
會
織 

.所
は
/
Cの
人
令
^
對
し
て
は,

深
厚
な
る
謝
意
を
农
す 

る
と
共
に
、
亦
、
を
の
人
々
の
市
政
に
忠
實
な
る
を
推 

賞
す
る
も
の
な
り』

と
、
眇
た
る
一
時
的
命
議
の
位
骰
讲 

奪
に
就
て
す
ら
然
況
む

や
、
そ
れ
以
上
の

[̂
题
に
：

第

十

三

卷(

ニ

九1
)

雜
錄
都
市
計
锴
と
米
個
商
_會鶴所

節
力

^



第

十

三

卷(

ニ
九
ニ)

雑

.
绦
都
市
計
淇W

米
國
商
雜
會
講
所

第
九
號

及
む
で
は
、
商
業
會
議
所
を
中
心
ヒ
し
て
、
各
都
市
間 

の
競
维
が
•い
か
に
猛
烈
な
る
か
、
か
の
ラ
ィ
ァ
ソ
シ
、

リ
チ
1
设
を
し
て『

今
や
、各
都
市
間
の
競
爭
は
そ
の
度 

を
失
し
て
、
思
盧
の
平
靜
を
缺
け
る
や
の
烕
な
き
能
は 

ず
、
徒
に
巨
*
を
投
じ
て
、；
僅
か
に
會
場
地
を
誘
致
し\ 

た
り
^
す
る
も
、
.遂
に
何
事
か
あ
ら
む
や
、
か
ぐ
の
如 

は
：手
段VJ

目
的
ビ
を
鉛
誤
し
た
る
の
み
、
却
て
弊
®

を
胎
ず
も
の
な
く
む
ば
幸
な
b

』
ビ
の
、
嘆
糨
を
發
せ
し 

む
る
に
至
つ
た
、
而
も
、
そ
の
競
爭
は
n

々
k

白
熱
化 

す
る
の
み
.

で
あ
る
、
今
、
次

に

-:
.
ク
フ
ー
ク
獨
M

育
事
一

同
時
に
又

、水
上
：の
交
通
も
こ
れ
に
準
じ
て
、
Z

の
時 

間
中
は
、
こ
れ
を
^

止

せ

し

め

む

‘

」

ぐj

を
請
願
し
た
、
 

而
し
て
、そ
の
理
曲
^
す
る
所

は
、
こ
れ
に
依
り
て
交
通 

機
關
の
雜
畓
を
■
理
し
、
途
上
及
び
水
路
の
危
險
ょ
b 

遁
が
れ
む
^
す
る
'事
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
ば
勿
論 

表
面
の
.现
^
に
止
_ま
り
、
そ
の
眞
相
は
か
く
し
て
幾
百 

船
軍
の
ニ
ゥ
ヮ
ー
ク
に
直
通
す
る
を
妨
げ
、
以
て
そ
の 

間
^
乘
じ
て
、
利
せ
む
ビ
す
る
に
外
な
ら
な
か
つ
た
の 

で
あ
る
、a

育

の

か

、

る

計
®
に
對

し
て
、對
岸
な
る
二 

y
丨
ク
が
默
止
す
可
か
ら
ざ
る
.は
云
ふ
ま
で
も
.な
.

. 

.

.

.

—-

.
: 

.
•
.
.
一
.
.
.

啊
及
び
ホ
ス
ト
ン
m
、«
l̂
]
题
を
引
用
し
て
、
を
の
顯
著j 

M育
の
こ
の
擧
を
探
知
す
る
や
、
土
ゥ
ヮ
ー

ク
商
業
歆

な
る
ニ
三
の
例
を
示
さ
ぅ
。.
'

::
|
:讅
所
は
、
こ
れ
市
民
存u

の
大
事
な
ヵ
ビ
な
し
、
直
ち

:

:

:.
J

〇 

；

:

. 

ニ
'

に
ソ
シ
ン
ト
ン
會
議
所
^
提
携
し
て
、細
育
に
對
陣
し
、

千
九
百
一
一
ー
部
紐
育
商
人
組
合
は
、

.時
：の
，陸
軍
卿
ル
ー
遂
に
勝
を
法
廷
に
制
し

た
の
で
ぁ
る
ヽ
但
し
法
廷
に
於

ト
氏
に
對
し
て
、
パ
ッ
セー

河
に
架
せ
る
各
鐡
橋
を
、

.け
る
剑
決
文
に
は『

苦
し
、
交
通
を
整
糊
し
、雜
沓
を
防

ニ 

B

,

、^p
前
及
午
後
の
兩
度
、
.三
十
分
間
宛
-、
全
部
ぐ
の
目
的
な
り
と
せ
ば
.、
寐
ち
に
橋
梁
に
適
當
な
る
改

こ
れ
^
遮
斷
し
、
以V

汽
車
の
交
通
を
杜
絕
せ
し
め
、

築
を
施
し
、
河
川
の
必
要
な
る
浚
渫
を
試
む
可
し
、
.豈

寸
時
と
雖
も
、
交
通
の
自
*
を
阻
止
す
る
を
‘得
む
や』

€

あ

り
て
：
、
紐

育

商

人

組

合

の

畫

策

は

J

腺
び
は
全
く

蹉
ざ
た
れ
共
、
隱

忍

四

素

，
千
九
百
七
谓
は
、
又

令
同
ー
の
請
願
を
陸
银
卿
タ
フ
ト
氏
に
.提
出
し
た
の
で 

あ
る
卜
而
も
^
前
囘
の
失
敗
に
艦
み
て
、
固
く
秘
密
を 

期
し
、
：暗
中
の
大
飛
蹯
を
試
み
れ
の
で
あ
る
が
"
事
の
. 

將
ぬ
麻
ら
む
ビ
し
て
‘、
亦
々
劝
を
1
篑
に
が
ぃ
/2
-
そ 

の
1|
1
1に
け
る
兩
都
市
の
競
_
:
が
い
か
に
機
敏
な
る
力
は 

紐
育
谪
人
飢
合
»
擧

の

第

-
報
栌
ー
ー
ク
ソ
ー

ク

商

業

會 

■
所
扣
達
し
た
る
、
を
の
二
十
四
時
問
後
に
は
二
ク
ヮ 

1
ク
の
；委
貴
は
早
く
も
旣
に
■ッ
シ
ン
ト
ン
府
の
タ
フ
ト 

宰

軍

，即

ビ

「

堂

に

會

見

し

て

勝

詔

談

剑

を

開

始

し

て

ゐ 

た
こ
の
一
寧
を
以
て
も
知
ら
る
、
の
で
あ
る
。

i 

1

'E
に

、

前
述
の
一
一
ク
y 

V
ク

市
細
對
«
市
抗
淨
に
, 

纩
る
も
の
冗
し
て
は
"
ボ
ス
ト
ン
潘
海
間
題
が
.あ
る
、

築
營
ミ
t

て
よ
ぅ
は
、
こ
れ
亦
、
例
の
都
市
競
爭
の
ニ 

.現
象
S

し
て
取
扱
は
る
可
き
も
の
で
あ
る
、
乃
ち
、
ボ 

ス
ト
ン

が
»

灣
の
完
成
を
以
て
、
«
を
紐
育
ビ
爭
は
む 

せ
す
る
の
心
を
懐
く
や
、
夙
に
久
し
く
し
て
、
今
ゃ
？

一
か
、
る
開
題
に
は
常
に
先
頭
に
立
つ
會
■
所
の
提
案
に 
|

よ
ぅ
て
、
猛
然
ミ
し
て
奮
い
起
つ

/a
の
で
あ
る
。

| 

♦
よ
.り
、
ボ
ス
ト

ン

市
は

そ

の

地
勢
上
よ
.り
云
へ
ば 

對
歐
並
に
對
南
米
の
質
易
に
就
て
は
、
頗
る
有
利
な
る 

地
位
を
占
め
、
大
に
發
族
す
可
き
經
濟
的
耍
素
を
有
す 

::
;

る
の
み
な
ら

.

す
、
市
の
賓
カ
も
亦
Yし
の
天
賦
の
利
權
を 

I

續
取
す
る
に
充
分
R
る
も
の
が
あ
る
と
は

、
-r
t
la
の
钱 

く
言
じ
て
ゐ
れ
所
で
あ
る
、
か
の
會
議
所
が
最
も

'©
用 

I

を
耍
す
る

乙
と
本
開

題

の

如

き

も

の

、
解

決

^

、

敢

涊 

と
し
て
決
す
る
所
あ
つ
た
の
も
、
實
は
後
に
市
民
の
炉 

V
る
信
念
を
背
景
と
し
て
ゐ
72
か
ら
で
あ
る
、
か
く
て 

會
議
所
の
計
畫
に
基
き
て
、
千
九
西
十
一
年
に
は
臨
的

I

、
こ
の
S

た
る
や
、
f

 
0

®

f 

f
の
、

議
期
成
會

I

け
、
防
波
堤

I

I

地
、

1
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自
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.錄
都
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#

十

三

卷
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ニ

九

s
 

0 

_錄

都

市

計

散

-V

来
國
版
響
購
所 

■，'
第

九

诚

む

ニ

接
續
機
關
等
の
調
资

..一
切
を
擧
げ
て
、

ァJ

れ
R;
附

記

す 

る

ま

で

，に

進

む

だ

、
-^
の
成
案
を
見
る
に
、
原
案
ょ
り 

、
は
却
て
親
模
を
鑛
大
し
、
從
て
豫
算
も
¥

く
瞥
额
し 

て
ゐ
る
、

「
方
、
龠
_
所
內
ょ
6
四
名
の
委
員
を
擧
げ 

.
築
氣
は
九
^
,
.弗
の
範
圔
.に
.於
て
は
、
何
物
の
刺
財
を」 

も
受
ぐ
る
こ
と
な
く
/;
自
曲
に
活
動
し
得
る
の
權
能
を\

 

も
^
て
、
そ
の
第
一
着
手
^
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
ハ
ン
一 

ブ
ル
ヒ
汽
船
會
社
^
交
渉
し
て
、
を
の
寄
潘
地
の
中
に
一 

加
へ
し
め
、
次
で
、
細
育
、
二
ゥ
へ
ブ
ン
、

ハ
I
ト
フ
一 

ォ
ー
ド
鐵
遨
等
に
、
こ
れ
■ま
で
手
數
料
を
微
し
て
使
用j 

せ
し
め
■ゐ
た
る
、
校
:©
を
改
#
し
.t
fF
O
汽
船
會
社
の
導「

I 

用

允

移

じ

た

ヽ

因

に

；同

棧

橋

の

エ

事

は

.千

九

西

十

三

年
：「\

 

に
及
び
て
、
仑
の
過
半
駿
成
し
た
>
赛
貴
は
'3
1
に
、
市
一 

外
西
ボ
ス
ト
ン
に
乾
船
渠
を
建
設
^
、
又

"
東

ボ

ス

ト

ン 

に
も
大
棧
橋
を
設
け
、
兹
に
於
て
、
ボ
ス
ト

ン
'*
«
問
®

の
解
決
も
殆
む
と
剩
す
所
な
き
に
至
つ
た
の
■で
あ
る
、

乍
併
、
こ
の
無
比
の
良
港
を
如
何
し
し
て
活
用
す
可
き

/ 

i 

-

; 

-
 

-■
 

/

、

:
 

V

か
の
大
、問
題
は
>
相
次
で
商
業
會
議
所
內
に：

起
ぅ
、
會 

議
所
の
意
見
^
?し
て
は
、
先
づ
廣
ぐ
こ
れ
を
內
外
に
周 

知
せ
し
む
る
に
在
ぅ
ビ
な
し
、
恰
も
、
當
時
開
催
せ
ら 

，
-
れ

た

る

國

際

的

商

業

會

議

所

舍

議

を

利

用

し

て

こ

れ

に 

列
席
し
世
問
の
視
聽
を
惹7n-

た
る
の
み
な
ら
ず
、
西
方 

運

動

の

結

果

は

次

囘

の

會

議

場

を

ボ

.
ス

ト

ン

に

诣

无

せ 

し
め
た
、
こ
れ
實
G
阈
際
的
商
業
會
議
所
會
■
の
、
米 

B1
に

於

て

！
！
か

れ

た

る

#
矢
で
あ
る
、而
も
、市
勢
の
伸 

張
に
熱
心
な
る
.j

と
火
の
如
き
ポ
ス
ト
ン
會
議
所
は
、
 

猶
、
こ
れ
に
，飽
き
足
ら
ず
し
て
、
廣
吿
的
歐
米
旅
行
随 

を
編
成
し
て
、
歐
山
米
水
の
至
る
處
に
廣
吿
を
試
み
、
 

を

の

成

績

は

，頗
.る
佳
&
^
し
て
、
同
地
に
關
か
れ
た
る 

11
際
的
商
業
會
議
所
會
議
の
際
に
は
、
能
く
四
十
四
附 

H
家
、
五
西
五
十
都
市
ょ
り
八
评
五
十
名
の
代
表
出
席 

者
を
誘
致
す
る
こ
ビ
が
出
來
た
の
で
あ
る
、
又
、
特
に 

南
米
に
»
し
て
《
、
南
米
訪
問
隊
を
派
遺
し
て
、
三
個 

月
に
彌
6
て
、

1.
萬
六
千
B
を
.遍
歷
し
、
.南
米
の
天
涯

.

.

.

V

-

.

.

 

:
■

 :

、V
.

;

池
^ !

に
向
で
、
ボ
ス
ト
シ
の
：印
象
を
牢
記
せ
し
め
た
の 

で
あ
.

る
。

:

;

,

_

ボ
ス
..ト
シ
の
か
.く
..の
勿
き
白
17
ハ
戰
に
彩
^

れ

ナ

る 

II
I
:育
が
又
舊
M
を

墨

郑

し

て

、

こ

れ

に

安

む

^

る

こ

と 

な
き
は
當
然
で
あ
る
、：I當

面

.の

開

題

た

る

港

»
改
13
1
の

\ 

i
ば
期
せ
中
し
て
起
つ 

'お

、
今

、
千
九
百
十
コ
一
年
會

»
年

| 

.度
の
：統
計
に
依
れ
ば
、
»
宵

の

輸

入

率

は

全

，國

の

五

割j 

A
分
を
占
め
、
を
の
轍
相
率
の
如
き
も
、
ボ
ス
ト
ン
ヒ
一 

比
せ
^
正
に
十
三
倍
の
額
を
示
し
て
ゐ
る
、
實
に
W

0
 

If
々
た
る
a
育

が

、
：
列

環

都

市

の

間

に

君

臨

す

^:
の

狀
Z 

は
目
權
し
き
も
の
で
あ
る
が
、
事
の
«
る
大
な
る
だ
けI

 

,ぞ
れ
ゼ
け
-目
づ
ミ
惰
氣
を
生
み
爲
き
ご
€
も
事
實
で
あ
ニ 

る
、
而
も
、.
爛
熟
し
^
る
が
如
き
大
細
育
市
の
识
界
が
一

な
き
こ
ぐ
し
に
馬
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

(

附
記)•

都

市

計

籠

膜
！！

關
し
て
、
米

隞

翁

業

甚

所

が

、

い
か

LC
活
勒
■(
£
る
か
の
嬰
領
は
、
こ
の
抄
錄
'U
ょ
り
て
、
こ
れ
を
略
如 

」

す
る
、
、€

か
得
:̂

り
ミ
倍
^
、
敗
1̂
、評
細
1̂
本
問
賊
^
研
究
せ
む 

ミ
す
る
人
々
の
炤
め
に
、
腺
藉
如
記
述
し
ズ
、
以
て
こ
の
.小
篇
を 

/ 
る
可
し
、
览
器
は 

\
V
Ŝ-
3
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d
e
p
a
r
t
m
e
n
t

 

of. political 

S
c
i
e
n
c
e

の
爲
め
，u
、
印

行

せ

ら

れ|:
る

も

の

に

し 

て
、
.千
九
西
十
3 1

.年
の
|1
1

版
'レ
偁
りA

m
e
r
i
c
a
n
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Sturges 

の
著
作
な
り
、
本
邦
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0-
密
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に
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も
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る
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野
村
兼
太
鄙

-五

一
條
二
%
會
主
義
と
精
す
る
^

a
も
、
興
の
1
論
の

而

の

ぁ

た6
ボ
ス
ト
ン
商
業
會
議
所
等
の
、
挑
戰
に
會 

し
て
活
蹤
す
.る
の
秋
が
正
に
來
龙
の
で
ぁ
る
、
を
の
商

業
會
議
所
が
、
こ
れ
と
對
立
し
セ
雜
海
問
題
の
陣
容
を
據
る
所
に
依
つ
て
、
互
に
其
の
說
を
S
て
，す
マ
ノ
ク 

整
へ
、
不
屈
の
裏
を
•示
し
た
の
は
、
そ
れ
i
.
間
も
ス
以
前
に
於
け
る
空
想
的(

U
t
o
p
i
a
)

黎

主

義

は

f
 

.
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